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Ⅰ 法人の概要（令和５年５月１日 現在） 

 

建学の精神    共 立 

 

人はいろいろな環境を克服しながら生きていく。 

          あらゆる人たちからの手が差し延べられ、そして自らも自らの及ぶ能力を差

し出すことで、共に助力し合い成長していく。 

教育をとおして、人類の永遠の課題であるこの互助の精神を涵養する。 

 

教 育 理 念    探 究・創 造・貢 献 

 

 

 

１．法人の名称   西野学園 

 

 

２．設置する学校、学科、附帯教育事業 

 

（１） 西野桜幼稚園 

札幌市西区西野４条６丁目１１－１５ 

 

保育年限 定員 学級数 

１年、２年、３年 ３４０ １２ 

 

（２） 西野第２桜幼稚園 

札幌市西区西町北１８丁目４－１５ 

 

保育年限 定員 学級数 

１年、２年、３年 ２７０ ９ 

 

（３） 札 幌 医 学 技 術 福 祉 歯 科 専 門 学 校 

札幌市中央区南５条西１１丁目１２８９－５ 

 

    【専門課程】   

分野 学科 昼夜 修業年限 定員 学級数 

医療 臨床検査技師科 昼間 ３年 ２４０ ６ 

教育社会福祉 介護福祉士科 昼間 ２年 ８０ ２ 

医療 理学療法士科 昼間 ３年 １２０ ３ 

医療 臨床工学技士科 昼間 ３年 １２０ ３ 

医療 言語聴覚士科 昼間 ３年 １２０ ３ 

医療 歯科衛生士科 昼間 ３年 １５０ ３ 

医療 作業療法士科 昼間 ３年 １２０ ３ 

合計 ９５０ ２３ 
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【附帯教育事業】 

養成施設等 形態 修業年限 定員 

看護科２年課程（通信制）  通信 ２年 ３００ 

社会福祉士通信課程（一般） 通信 １年６か月 ６００ 

社会福祉士通信課程（短期） 通信 ９ヶ月 ８０ 

介護福祉士実務者研修通信科 通信 ６か月 ８０ 

介護職員初任者研修 通学・通信 ８か月 ４０ 

 

（４） 札 幌 心 療 福 祉 専 門 学 校 

    札幌市中央区北２条西２０丁目２－２８ 

 

    【専門課程】 

分野 学科 昼夜 修業年限 定員 学級数 

教育社会福祉 精神保健福祉科 昼間 ３年 １２０ ３ 

合計 １２０ ３ 

 

（５） 函 館 臨 床 福 祉 専 門 学 校 

    函館市美原１丁目１５－１ 

 

    【専門課程】 

分野 学科 昼夜 修業年限 定員 学級数 

教育社会福祉 介護福祉士科 昼間 ２年 ８０ ２ 

合計 ８０ ２ 

 

【附帯教育事業】 

養成施設等 形態 修業年限 定員 

介護福祉士実務者研修通学科  通学 ６か月 ４０ 

 

（６） 札幌リハビリテーション専門学校 

    札幌市中央区北４条西１９丁目１－３ 

 

    【専門課程】 

分野 学科 昼夜 修業年限 定員 学級数 

医療 理学療法士科 昼間 ４年 １６０ ４ 

医療 作業療法士科 昼間 ４年 １６０ ４ 

合計 ３２０ ８ 

 

（７） 【収益事業】 

 

さくらキッズクラブ    学童保育（放課後児童健全育成事業） 

      山の手  札幌市西区山の手３条２丁目２－１ 

      円 山  札幌市中央区北２条西２０丁目２－２８ 
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    ロボットプログラミング教室 プログラボ 

      プログラボ山の手シスラボ  札幌市西区山の手３条２丁目２－１ 

      プログラボ円山シスラボ   札幌市中央区北２条西２０丁目２－１８ 

      プログラボ第２桜シスラボ  札幌市西区西町北１８丁目４－１５ 

      プログラボさくらシスラボ  札幌市西区西野４条６丁目１１－１５ 

 

 

３．法人の沿革 

 

    昭和４０年 ２月１８日  西野桜幼稚園設置（個人立） 

      昭和４３年 １月１０日   学校法人西野学園設立認可 

       昭和４５年１１月 ５日   西野第２桜幼稚園設置認可 

       昭和５３年 ３月 ３日   札幌西調理師高等専修学校設置認可 

       昭和５７年 ３月１９日   札幌医学技術専門学校設置認可 

       昭和６０年１２月 ４日   札幌システムラボラトリー専門学校設置認可 

       昭和６２年 ３月３１日   札幌西調理師高等専修学校廃止 

       平成 ４年 ４月 １日   札幌医学技術専門学校の校名を変更 

                         「札幌医学技術福祉専門学校」 

                  札幌システムラボラトリー専門学校の校名を変更 

                                            「札幌医療科学専門学校」 

       平成 ８年１１月２８日   札幌医福経営専門学校設置認可 

       平成 ９年 ３月１４日   函館臨床福祉専門学校設置認可 

        平成１１年 ４月 １日    札幌医福経営専門学校の校名を変更 

                                               「札幌心療福祉専門学校」 

       平成１３年 ３月３０日   札幌リハビリテーション専門学校設置認可 

    平成２１年 ６月 １日  学童保育さくらキッズクラブ開設 

平成２４年 ３月３１日  札幌医学技術福祉専門学校との校名統合により 

札幌医療科学専門学校を廃校 

    平成２４年 ４月 １日  札幌医学技術福祉専門学校の校名を変更 

                         「札幌医学技術福祉歯科専門学校」 

令和 2 年 ４月 １日  ロボットプログラミング教室プログラボ開設 

 

 

４．役員名簿（令和５年６月１日現在）          定員 理事６名 監事２名 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１号  この法人の設置する学校の園長（校長） 

２号  評議員のうちから評議員会において選任した者 

３号  学識経験者のうち理事会において選任した者 

 

 

 

 

職名 役職 氏名 常勤・非常勤の別 選任区分 

理事 理事長 前鼻 英蔵 常勤 １号 

理事 相談役 前鼻 時彦 常勤 3 号 

理事 学生サポートセンター長 南部 詠子 常勤 ２号 

理事 事務局長 市川 貴紀 常勤 2 号 

理事  佐藤 好和 非常勤 ３号 

理事  宮田 節也 非常勤 ３号 

監事   福井 利雄 非常勤   

監事   澤田 和宏 非常勤   



 

 
- 4 - 

５．評議員名簿（令和５年６月１日現在）               定員 １３名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１号  この法人の職員で理事会において推薦された者のうちから、評議員会において選任した者 

２号  この法人の設置する学校を卒業した者で年令２５年以上のもののうちから、理事会において選任した者 

３号  学識経験者のうちから、理事会において選任した者 

 

 

６．教職員数 
 
   ・幼 稚 園： 本務教員  ３８名、本務職員２３名、 
    ・専門学校： 本務教員  ８３名、本務職員４７名、兼務教員４６１名 
 
 
７．総定員及び在籍数  

 

学校名 定員 在籍 

西野桜幼稚園 ３４０名 ２７７名 

西野第２桜幼稚園 ２７０名 ２３７名 

札幌医学技術福祉歯科専門学校 ９５０名 ５２０名 

札幌心療福祉専門学校 １２０名  ４１名 

函館臨床福祉専門学校 ８０名  １０名 

札幌リハビリテーション専門学校 ３２０名 １９１名 

 
・札幌医学技術福祉歯科専門学校 附帯教育事業   

 
看護科２年課程(通信制）   総定員    ３００名、在籍 ３１０名 
社会福祉士通信課程（一般） 総定員    ６００名、在籍 １９３名 
社会福祉士通信課程（短期） 総定員   ８０名、在籍   ２９名 

 
 ・函館臨床福祉専門学校 附帯教育事業 

 
         介護福祉士実務者研修通学科 総定員   ４０名、在籍  １１名 
 
   ・学童保育   さくらキッズクラブ               １０３名 
 

・ロボットプログラミング教室   プログラボ              ８９名 

職名 役職 氏名 常勤・非常勤の別 選任区分 

評議員 理事長 前鼻 英蔵 常勤 ３号 

評議員 相談役 前鼻 時彦 常勤 ３号 

評議員 学生サポートセンター長  南部 詠子 常勤 １号  

評議員 事務局長 市川 貴紀 常勤 １号 

評議員 財務経理 事務次長 万行 輝彦 常勤 ３号  

評議員 教学マネジメント室長 米田  裕義 常勤 ３号 

評議員 専門学校 校長 河合 宣孝 常勤 ３号 

評議員 専門学校 副校長 山本  孝之 常勤 ３号 

評議員 専門学校 副校長 時永 広之 常勤 ３号 

評議員  前鼻 晴雄 非常勤 ３号 

評議員  佐藤 好和 非常勤 ３号 

評議員  宮田 節也 非常勤 ３号  

評議員  理寛寺 忠広 非常勤 ２号 
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Ⅱ 事業の概要 

 

１．幼稚園 

 

（１） 西野桜幼稚園園庭整備を推進し、保育内容の充実に向けた環境整備を行った。 

 

（２） 令和７年度の保育料改定、および処遇改善を推進するための給与テーブル見直しに向けての

準備を行った。 

 

（３） 人材育成の促進に向けた人事評価制度を活用し、教職員間のコミュニケーションを強化する

など職場環境の改善を推進した。同時に、勤怠管理を徹底するなど、働きやすい職場づくり

の実現に向けた取り組みを行った。 

 

（４） 西野桜幼稚園ではプログラミングや英会話に触れることができる学童保育「さくらアフター

スクール」において、夏休みや冬休みを中心に多くの卒園児が利用した。 

 

２．専門学校 

 

（１） 令和７年度生の授業料改定準備を行う。納入プランを立てやすくするため、別途必要として

いた教科書代や施設設備費等、教育活動に関わる全ての費用を授業料に含める内容とした。 

 

（２） 令和６年３月に函館臨床福祉専門学校を廃校し、福祉のリカレント教育を推進する函臨福祉

センターを設置した。介護福祉士実務者研修など社会人を対象とした教育活動を推進する。 

 

（３） 外国人留学生の増加に伴って、国際交流センター部門を令和６年４月に設置するための準備

を行う。海外教育連携校との連携を強化するとともに医療従事者に向けた国際化教育の拡充

を図る。 

 

（４） 留学生向け学生寮「かけはし寮」を開設した。外国人留学生の生活環境および学習環境をサ

ポートするほか、留学生コミュニティーを充実させる。 

 

（５） 教学マネジメント室では、N トレ研修、初任者指導、メンター制度等を通じて教職員の人材

育成を推進するとともに、「わかる授業」をさらに深化させるため、公開授業や、授業アン

ケート、シラバス・コマシラバス等の教学マネジメントに関する指導や支援の活動を行った。 

 

（６） 学生サポートセンターでは、多様な学生が学習や生活を円滑に進められるよう、早期から学

生の実情把握に努め、学科と連携したきめ細かなサポートを実施し、学生満足度の向上を図

った。また、西野学園図書館では、充実した蔵書と学習環境の整備を継続すると共に、素材

や発信方法の特性を活かした情報提供を通じて、在校生および卒業生の利用促進を図る。 

 

（７） 入学希望者への広報展開として、学園、学科のキャッチコピーを使いながら、紹介動画配信

の拡充と SNSやオンラインによる広報ツールの強化を図った。また、６０周年事業の広報活

動準備を行った。 

 

（８） 専門学校３か年計画のＮ‘ｓシート委員会「ブランディングデザイン研究推進委員会」「わか

る授業研究推進委員会」「ＩＲ調査研究推進委員会」がスタートし、質の高い教育活動を実

現するためのバックボーン強化を推進した。 

 

（９） 専門学校のクラス運営が国家試験の合格に直結することから、クラス運営ハンドブック編集

委員会では、全国７つの学校法人と連携しながら執筆活動を行うための準備を行い、令和６

年度末の書籍発行を目指す。 
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（10） 学園同窓会「西桜会」では、地区同窓会として設置した道南支部、日胆支部のほか、新た

に道東支部の設置に向けた準備を行った。今後も活動支援を引き続き行い、卒業生との絆

を深め、学園ブランドの強化を図る。 

 

（11） 札幌心療福祉専門学校の文部科学省委託事業「専修学校による地域産業中核的人材養成事

業」に伴う「地域活性化のための農福連携人材育成事業」が３年目を迎え、「農福連携ソー

シャルワークコース」の教育内容充実と連携高校や自治体、関係企業とのパイプを強化し

た。 

 

３．学童保育 

    

山の手と円山の２施設において地域に高い評価をいただいている「さくらキッズクラブ」は、

会員数が前年より６名増え１０３名となり堅調に推移した。 

新型コロナウイルス感染症は５類へ移行したが、インフルエンザとともに児童への感染は続

いたため、職員自らの健康に気を遣いながらの運営であったが、施設内の感染対策を徹底し

たことから、多くの会員から高い評価をいただいた。 

  

 

４．ロボットプログラミング教室 

  

令和４年度に続き４会場での開講であったが、前年度の新型コロナウイルス感染症の影響が

響き、前年度より少ない８９名の受講生でのスタートとなった。その後も、受講生の新規獲

得には至らず、退会者が出たことから、年度末の会員は８３名と厳しい状況であった。 

ただ、８月に行われたロボットプログラミング大会では、２年連続で同大会を勝ち抜け、全

国大会へ出場し、今後は全国大会の上位進出が目標となっている。 
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Ⅲ 財務の概要 

 

１． 資金収支計算書（令和 5 年 4 月 1 日～令和 6 年３月 31 日） 

（１）収入の部 

ア 幼稚園の在園児数は前年より 40 名減少、専門学校の在籍数においては、函館臨床福祉専門

学校の廃校があったこと、および新規入学生数が平年に及ばなかったことにより、3 校で

42 名減少、通信課程では、看護科 2 年課程 33 名減少、社会福祉通信課程は一般コースが

19 名減少となり、短期コースは 3 名の増加となった。(いずれも令和 6 年 5 月 1 日現在)  

このため、学納金収入については前年比 135,081 千円(8.3%減)の減少となった。 

イ  補助金収入は、新型コロナウィルス感染拡大防止関連の補助金が減少となったため、前年

比 12,749 千円(4.9%減)の減少となった。 

ウ  有価証券(債券)の新規購入及び買替を進めたことにより資産売却収入が 700,381 千円とな

った。 

エ  付随事業・収益事業収入については、幼稚園の預り保育の利用者数増加により、補助活動

収入が前年比 25.3％増となったが、受託事業収入は利用者減少により 24.2%減と落ち込ん

だため、前年並みの 50,923 千円(0.4%増)となった。 

オ  雑収入については、幼稚園施設修繕の保険金受取があったこと、および校舎利用料の価格

改定により、前年比 141.4%増の 34,334 千円となった。 

カ  幼稚園および専門学校の在籍数の減少により、前受金収入が 19,332 千円減少した。 

キ  特定資産の取崩しが増加したため、その他の収入が 607,485 千円増加した。この取崩し分

と本年度増加分を併せ資産運用支出において再投資に向けている。 

（２）支出の部 

ア 資金収支の人件費は、退職金支出の増加があったため、全体で前年比 2.5%増の 1,056,703

千円ととなった。 

イ 経費では、校内外の活動の活発化や清掃等の業務委託費の値上げによる影響があったこと

に加え、幼稚園の施設修繕および専門学校校舎の修繕費用が増加したため、経費全体で

46,692 千円増の 554,283 千円となった。 

ウ  学生寮の大幅改修、および幼稚園園庭の改修を進めたため、施設関係支出が 295,460 千円

となった。 

エ  有価証券(債券)の新規購入及び買替を進めたこと、および減価償却引当特定資産の増加に

より資産運用支出が 1,429,485 千円となった。 

 

２．貸借対照表 

（１） 資産の部  

総資産 12,902,666 千円のうち、固定資産は 10,897,400 千円、流動資産は 2,005,265 千円と

なった。固定資産は、学生寮改修、園庭改修、減価償却引当特定資産の積み増しなどにより、

前年度対比 238,928 千円増額となり、流動資産は前年度比 430,205 千円減少した。 

（２） 負債の部 

総負債 507,282 千円のうち、固定負債は 187,365 千円、流動負債は 319,917 千円となった。 

（３） 純資産の部 

純資産 12,395,384 千円のうち、基本金の当期組入額は 330,273 千円、取崩額が 36,038 千円

であった。基本金合計額は前年比 294,234 千円増加し、10,837,284 千円となった。 

（５） 減価償却の累計額は、3,238,795 千円となった。 

 

３．財務比率 

（１）経常収入に対する学生生徒等納付金の割合は 77.9％(前年比 2.0%減)であった。 

（２）経常収入に対する補助金の割合は 14.7％(前年比 0.3%増)であった。 

（３）経常収入に対する人件費比率は 61.3％(前年比 4.5%増)であった。 

（４）経常収入に対する経費の割合は 48.9％(前年比 6.2%増)であった。 
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【令和５年度決算報告】 

1. 資金収支計算書（令和 5 年 4 月 1 日～令和 6 年３月 31 日） 
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２．事業活動収支計算書（令和 5 年 4 月 1 日～令和 6 年３月 31 日） 
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３． 貸借対照表（令和 6 年 3 月 31 日現在） 
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４．財産目録（令和 6 年 3 月 31 日現在） 
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５．収益事業 
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６．令和 5 年度監査報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


